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令 和 ５ 年 ９ 月 定 例 会 

 

令和５年９月１４日（木曜日） 

 

 

◎ 出欠席議員氏名 

 

     丹  野  貞  子  議長       吉  田  芳  美  副議長 

 

出 席 議 員（１３名） 

 １番 安 達 智 勇 議員  ３番 安孫子 真 弥 議員  ４番 東海林 信 弘 議員 

 ５番 石 垣 光 洋 議員  ６番 増 川 憲 一 議員  ７番 木 村 章 一 議員 

 ８番 佐 藤 修 二 議員  ９番 鈴 木 英 友 議員 １０番 林     智 議員 

１１番 奥 山 英 幸 議員 １２番 吉 田 芳 美 議員 １３番 丹 野 貞 子 議員 

１４番 細 矢 誓 子 議員   

 

欠 席 議 員（１名） 

 ２番 漆 山 光 春 議員 

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 田 川 美和子 事 務 局 長  須 藤 隆 一 議 事 係 長 

 嶋 田   愛 主 査   

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 

 板 坂 憲 助 教 育 長  真 木  雄 監 査 委 員 

 須 藤 俊 一 
防災・危機管理監兼 
総 務 課 長  真 木 秀 章 防災危機管理課長 

 日 塔 俊 浩 空き家対策主幹  牧 野 隆 博 
政 策 推 進 監 兼 
企 画 財 政 課 長 

 佐 藤 晃 一 まちづくり推進課長  鈴 木 淳 子 まちづくり推進主幹 

 今 部 憲 治 税 務 町 民 課 長  矢 作   勲 健 康 福 祉 課 長 

 池 田 恵 子 子育て支援主幹  宇 野   勝 
農林振興課長併 
農業委員会事務局長 

軽 部 広 文 商 工 観 光 課 長  土 方 一 郎 都 市 整 備 課 長 
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 大 泉 正 博 上 下 水 道 課 長  軽 部 昭 博 
会 計 管 理 者 兼 
会 計 課 長 

 秋 場 弘 昭 学 校 教 育 課 長  日下部 敦 子 生 涯 学 習 課 長 

 

 

◎ 議 事 日 程 

 

令和５年９月１４日（木） 午前９時開議 

 

 議事日程第５号 

   日程第１   議案の審議、採決 

     議第４８号  令和４年度河北町一般会計歳入歳出決算認定について 

     議第４９号  令和４年度河北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５０号  令和４年度河北町西里財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５１号  令和４年度河北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５２号  令和４年度河北町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５３号  令和４年度河北町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５４号  令和４年度河北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５５号  令和４年度河北町水道事業会計の剰余金処分及び決算認定について 

     議第５６号  令和５年度河北町一般会計第５回補正予算について 

     議第５７号  令和５年度河北町公共下水道事業特別会計第１回補正予算について 

     議第５８号  令和５年度河北町介護保険特別会計第１回補正予算について 

     議第５９号  令和５年度河北町水道事業特別会計第２回補正予算について 

     議第６０号  河北町定住促進住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

     議第６１号  河北町道路線の認定について 

   日程第２   議員の派遣 

   日程第３   閉会中の議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する調査の許可 

閉  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第５号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時１８分 

○丹野貞子議長 本日の欠席通告議員は、２番漆

山光春議員であります。 

   ただいまの出席議員数は13名であります。

定足数に達しておりますので、決算審査特

別委員会のため休会となっていました本会

議を開きます。 

   本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

○丹野貞子議長 日程第１、議案の審議、採決を

行います。 
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   議第48号から議第55号までの８議案につい

て、決算審査特別委員会を設置し、審査を

付託しておりますので、その経過と結果に

ついて、決算審査特別委員会委員長からの

報告を求めます。 

   「４番東海林信弘議員」 

○東海林信弘決算特別委員会委員長 決算審査特

別委員会の報告をいたします。 

   決算審査特別委員会は、議長を除く議員全

員で構成されておりますので、審査の経過

については省略することに決定しておりま

す。よって、結果のみを報告いたします。 

   議第48号令和４年度河北町一般会計歳入歳

出決算認定について 

   議第49号令和４年度河北町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算認定について 

   議第50号令和４年度河北町西里財産区特別

会計歳入歳出決算認定について 

   議第51号令和４年度河北町農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算認定について 

   議第52号令和４年度河北町公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算認定について 

   議第53号令和４年度河北町介護保険特別会

計歳入歳出決算認定について 

   議第54号令和４年度河北町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について 

   議第55号令和４年度河北町水道事業会計の

剰余金処分及び決算認定について 

   以上、８議案について、９月11日から慎重

に審査をした結果、８議案とも原案のとお

り認定することに決定いたしました。 

   以上、決算特別委員会委員長の報告といた

します。 

○丹野貞子議長 決算審査特別委員会委員長報告

が終わりました。 

   決算審査特別委員会委員長の報告では、い

ずれも原案のとおり認定するとの報告であ

りました。 

   お諮りします。 

   決算審査特別委員会は、議長を除く全議員

で構成されています。よって、質疑、討論

を省略し、採決したいと思います。これに

異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、質疑、討論を省略し、採決するこ

とに決定しました。順次採決します。 

   最初に、議第48号令和４年度河北町一般会

計歳入歳出決算認定について採決します。 

   本案を委員長報告のとおり認定するに賛成

の議員の起立を求めます。 

   （起立多数） 

   賛成多数であります。 

   よって、議第48号令和４年度河北町一般会

計歳入歳出決算認定については原案のとお

り認定することに決定しました。 

   次に、議第49号令和４年度河北町国民健康

保険特別会計歳入歳出決算認定についてを

採決します。 

   本案を委員長報告のとおり認定するに賛成

の議員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第49号令和４年度河北町国民健

康保険特別会計歳入歳出決算認定について

は原案のとおり認定することに決定しまし

た。 

   次に、議第50号令和４年度河北町西里財産

区特別会計歳入歳出決算認定についてを採

決します。 

   本案を委員長報告のとおり認定するに賛成

の議員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第50号令和４年度河北町西里財

産区特別会計歳入歳出決算認定については
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原案のとおり認定することに決定しました。 

   次に、議第51号令和４年度河北町農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

てを採決します。 

   本案を委員長報告のとおり認定するに賛成

の議員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第51号令和４年度河北町農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いては原案のとおり認定することに決定し

ました。 

   次に、議第52号令和４年度河北町公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算認定について

を採決します。 

   本案を委員長報告のとおり認定するに賛成

の議員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第52号令和４年度河北町公共下

水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ては原案のとおり認定することに決定しま

した。 

   次に、議第53号令和４年度河北町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定についてを採決

します。 

   本案を委員長報告のとおり認定するに賛成

の議員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第53号令和４年度河北町介護保

険特別会計歳入歳出決算認定については原

案のとおり認定することに決定しました。 

   次に、議第54号令和４年度河北町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について

を採決します。 

   本案を委員長報告のとおり認定するに賛成

の議員の起立を求めます。 

   （起立多数） 

   賛成多数であります。 

   よって、議第54号令和４年度河北町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

ては原案のとおり認定することに決定しま

した。 

   次に、議第55号令和４年度河北町水道事業

会計の剰余金処分及び決算認定についてを

採決します。 

   本案を委員長報告のとおり決定及び認定す

るに賛成の議員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第55号令和４年度河北町水道事

業会計の剰余金処分及び決算認定について

は原案のとおり可決及び認定することに決

定しました。 

○丹野貞子議長 次に、議第56号令和５年度河北

町一般会計第５回補正予算についてを議題

とします。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （３番、４番、５番、６番、７番、８番、

10番、14番の通告あり） 

   確認します。３番、４番、５番、６番、７

番、８番、10番、14番。大丈夫ですか。落

ちありませんか。それでは進めたいと思い

ます。 

   それでは、最初に「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） よろしくお願いしま

す。 

   ちょっと既に説明をいただいているところ

があるかもしれないんですけれども、改め

てご説明いただければと思います。 

   最初に13ページ、２款１項１目職員普通旅

費64万4,000円とあるんですけれども、こち

らの内容を教えてください。 

   続きまして、15ページ、３款１項10目床下
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シロアリ駆除委託料とあるんですけれども、

現状を教えていただければと考えておりま

す。 

   続きまして、21ページ、７款１項５目産業

振興センターの建築工事とあるんですけれ

ども、こちらの内容を教えていただければ

と思います。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「須藤防災・危機管理監兼総務

課長」 

○須藤俊一防災・危機管理監兼総務課長 13ペー

ジ、２款１項１目一般管理費の職員普通旅

費でございます。今回64万4,000円計上させ

ていただきました。 

   これまで、上半期といいますか、現形予算

のほうで執行させていただいた経過がござ

いますけれども、当初の予算計上におきま

しては、まだコロナ禍が明けるかどうか分

からないというタイミングの中で、前年ベ

ースでの予算計上させていただいた経過が

ございますけれども、実質コロナ禍が明け

て、いろいろ県外にも出向く機会なども数

多くございました。 

   既にちょっと想定を超えた部分としては、

今回５月の末ですけれども、町長と町の職

員随行も含めてですけれども、台湾へのト

ップセールスといったものも既決予算の中

で執行などをさせていただいている経過の

中で、今後下半期に向けたいろんな予定さ

れているものを、再度計上した中で、必要

経費という部分で計上を今回させていただ

いたという内容でございます。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 おはようございます。 

   予算書の15ページになります３款１項10目

河北すこやかふれあい交流センター費の中

にあります委託料です。 

   今回河北すこやかふれあい交流センターの

床下シロアリ駆除委託料というふうなこと

で、88万というふうな金額を補正のほう要

求させていただいているところであります

が、この施設におきまして、玄関から入っ

て西側に多目的室があるんですが、さらに

奥の作業室、事務室と４部屋プラス更衣室、

廊下におきまして、床下のほうにシロアリ

のほうから浸食されているような跡が見つ

かりました。 

   というふうなことで、いち早くそこを床下

処理といいますか、木部のほうを処理しま

してこれ以上広がらないようにするという

ふうなものが今回の内容でございます。 

   以上でございます。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 おはようございます。 

   21ページ、７款１項５目産業振興センター

費の建築工事でございますが、産業振興セ

ンターのいわゆる屋上の部分の防水シート、

こちらのほうが平成16年に改修工事を旧大

関土地改良区からの改修工事を行って、そ

の後手をかけていなかったわけなんですけ

れども、経年劣化によりまして、防水シー

トが劣化している状態でございました。 

   ７月の大雨の際に、防水シートを超えて雨

漏りが発生しまして、２階の研修室、会議

室南側部分の天井まで達してしまったとい

うことで、現在のところは応急処置を取っ

ておりまして、雨漏りは発生していないん

ですが、今回それに伴いまして全面的な防

水シートの張替え工事をさせていただきた

いということで、計上させていただいたと

ころでございます。 

○丹野貞子議長 「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） ありがとうございま

す。 

   職員普通旅費に関しましては、ぜひより多

くの研修をしていただければと考えており
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ます。 

   また残り２つ、河北すこやかふれあい交流

センターのシロアリだったんですけれども、

一般的にシロアリの忌避剤と言われるもの

の有効期限が多分10年とか15年とかあると

思うんですけれども、その辺の計画などを

お聞かせいただければと思います。 

   また、産業振興センターにつきましても、

恐らく古い建物となりますので、その他改

修の計画などあれば、お聞かせいただけれ

ばと思います。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 すこやかふれあい交流セ

ンターにつきましては、もともと西里幼稚

園の建物だったというふうなことで、そこ

から目的を変えて今このような形で公共施

設として利用しているわけなんですけれど

も、幼稚園のときの最後のほうに床下まで

ちょっと確認というのは多分なされていな

かったのかなというふうには思います。 

   その後に食害があったのか、なかったのか

というふうなことはちょっと分かりません

けれども、ただやっぱり近年になってきて、

時間の経過とともに壁面とか、床下とかを

見ていくうちに、そういった形での被害が

食害が分かったというふうなこともありま

すので、そこはさらに今度、その建物の全

部の箇所ではない関係で今現在大丈夫なと

ころでも、これから先見ていくとだんだん

広がってくる可能性もありますので、そう

いったことも頻繁に監視しながら、広がり

を抑えていくというか、今後の対応という

ふうなことはやりたいなというふうに思っ

ておるところでございます。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 お答えいたします。 

   その他の今後の改修計画でございますが、

現段階では運営に支障を来すような状況で

はないというところで、今後の大規模な改

修計画については、現段階ではございませ

ん。 

○丹野貞子議長 「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） ありがとうございま

す。 

   河北町の建物、公共施設全般に言えるんで

すけれども、古い建物となっておりますの

で、何か起こってから対処するのではなく、

ぜひ計画的に対処していただければと考え

ております。 

   以上で終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、３番安孫子真弥議員の

質疑を終わります。 

   次に、「４番東海林信弘議員」 

○４番（東海林信弘議員） 私から１点質疑させ

ていただきます。 

   ページ27の10款１項７目谷地高等学校支援

費ということで、常任委員会または全員協

議会のほうでも資料を作っていただいて、

説明を受けているところです。 

   今回の９月補正では、楽弁支援事業の実施、

または高校の山交通学バス費用の支援、ま

たコーディネーターの配置ということで、

補正予算組まれているところですが、存続

に向けた支援体制の体制づくりということ

で資料頂いて、また同僚議員のほうも一般

質問の中で支援する会を設立するんだとい

う町長答弁もありましたけれども、その中

身でちょっとお伺いしたいと思います。 

   この支援する会の目的・目標は、谷地高の

存続に向けた支援体制を構築していくんだ

ということは分かりますが、この支援する

会の位置づけ、ただ支援する会を設置した

だけでは何ら意味もないと思いますので、

その位置づけはどういう位置づけでその会

を発足するのか、それが１点。 
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   また２点目は、この支援する会が今後、産

学官連携と谷地高等学校の後援会と３部門

で連携してやっていけば分かるんですが、

そういった連携をどんな形で連携していく

のか、分かれば教えていただきたいと思い

ます。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 今支援する会の設立に向けて、

議会の議決を頂戴した後に、具体的な発足

に向けた準備に本格化、入りたいというふ

うに思っていますが、その中で準備委員会

的なものをして、町のほうからは私と教育

長、あと学校側からは谷地高の校長先生と

後援会、具体的には会長さんになるかと思

います。あと、産業界からも準備に発起人

といいますか、みんなで谷地高を支援する

会を立ち上げていこうというような、そう

いった準備を整えながら、具体的な支援す

る会の内容について、協議し方向づけを決

定していきたいというふうに考えておりま

す。 

   現時点で考えておりますのは、後援会は当

然谷地高の関係者及び卒業者等によるわけ

ですけれども、谷地高関係者に限ることな

く、谷地高を支援するオールかほくで、ま

た町内の方に限らず出身者、県外にいる方

も含めて、広く谷地高を支援したいという

気持ちを、賛同していただける方を広く募

っていく会にしていければなとそういう方

向で関係者と詰めていければなというふう

に思っております。 

   具体的に、会員を募集するというだけでな

くて、実際これも相談していかなきゃなら

ないんですけれども、一定程度の適切な会

費的なものを、谷地高を支援する会員とし

ての支援する会費を頂戴する方向で調整で

きないかなというふうに思っております。 

   後援会のほうにも町として補助はしており

ますけれども、後援会に対する補助とはま

た違って、支援する会としてこれは町とし

て、事務局は町の教育委員会のほうで、事

務局は担わせていただく方向で、内々には

検討を進めているところであります。 

   そして、今産学官連携、１つの取組として

町と谷地高と地域商社と３者による産学官

連携ということで取り組んでおりますけれ

ども、これに対して、今現在町として20万

円、産学官連携の支援ということで予算措

置、既決でいただいております。 

   これが、支援についての元手となる種銭と

いいますか、それをベースにあと具体的に

振興公社と谷地プレとか、振興公社のほう

と具体的な事業、プロジェクトを考えてい

く中で、資金を融通し合いながら対応して

いるという状況にありますけれども、そう

いった産学官連携、まずは切り出しとして

は産学官連携、そこに対して支援する会の

会費収入からも側面的に応援できるような、

そういった会にもしていければなというふ

うにも考えております。 

   ただ、いずれにしてもやはり自ら谷地高を

支援するという個人の方、企業の方、そう

いった志による会費というものを、どれく

らい賛同が得られて、会として発展してい

けるかというのは今後でありますけれども、

まずは着実に存続に向けてということで、

息の長い活動になるかと思いますので、し

っかりそこは賛同していただける方々、企

業の方々と十分調整しながら、後援会とし

っかり連携取れる体制づくりを進めていけ

ればなというふうに思っております。 

○丹野貞子議長 「４番東海林信弘議員」 

○４番（東海林信弘議員） まだ今から手探りで

支援する会をつくって、今からフローを決

めてやっていくんだという町長の思いは分

かりました。 
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   今回の補正予算の中でも楽弁支援事業とか

いろいろ項目が決まってございます。決ま

ってるからこそ言いたいことなんですが、

やっぱり支援する会、それがもう置いてき

ぼりにされて、行政主導での支援策という

ことをあんまり決めていってしまうと、支

援する会の立ち位置、それは全然見えてこ

なくなるんではないかという懸念するとこ

ろでありますので、その辺は連携を持って、

協議する場は協議する場として開催して、

皆さんの意見、対応の意見出てくるかと思

いますけれども、本当に谷地高存続に向け

た支援体制を確立していくんだということ

であれば、何も問題ないと思いますけれど

も、その辺も十分ご理解していただいて、

やっぱり情報の共有というのは本当に大切

だと思います。 

   町主導だけの支援策では本当になくて、後

援会、後援会からもやっぱり情報をいただ

いていろんな形から、谷地高を皆さんで支

援し、存続していくんだという意思をはっ

きり持っていただければと思います。 

   あとは、産学官の連携も今のところ谷地高

とうまくいっているようですので、その辺

も加味して、やっぱりいろいろ持ち味ある

と思いますので、連携だけやっぱりしっか

り十分にしていただいて、谷地高存続に向

けた大きな目標ということを掲げて取り組

んでいっていただきたいと思います。 

   終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、４番東海林信弘議員の

質疑を終わります。 

   次に、「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） それでは、歳入８ペー

ジ１款２項１目町税固定資産税補正額1,000

万円とあります。 

   固定資産評価基準に基づいて価格の決定が

なされていると思います。評価額を基に課

税標準額を決定する流れで、１月１日の賦

課期日に資産価格を決定し、これが課税標

準額になると思います。 

   この１月１日に決定されたのに、なぜ今回

補正で増額になったのかお聞きしたいと思

います。 

   次に、８ページ11款１項１目地方交付税

1,300万円の増、10ページ、22款１項７目町

債臨時財政対策債減額、普通交付税の決定

は８月31日までと思いますけれども、地方

交付税増により臨時財政対策債が減という

ことなのかお伺いしたいと思います。 

   町の事業の予算として、臨時財政対策債が

大切、重要な部分でありますけれども、こ

の減額によって、町の事業の執行に差し障

りがないのかお伺いしたいと思います。 

   次に、14ページ、３款１項10目民生費すこ

やかふれあいセンター費、88万2,000円、床

下シロアリ駆除委託料、先ほど３番議員か

らもありましたとおり、同じようなことで

すけれども、再度お伺いしたいと思います。 

   床下駆除については、脱皮阻害剤あるいは

スプレー剤、脱皮阻害剤の効果が出るまで

には半年ほどかかるということですので、

スプレー剤か、あるいは脱皮阻害剤との併

用か、あと床下だけの予算ですけれども、

床上の被害については確認しているのかお

伺いしたいと思います。 

   平米単価の見積りや、作業について確認は

していると思いますけれども、効果的な作

業として、この単価見積りするときに確認

したのかお伺いしたいと思います。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「今部税務町民課長」 

○今部憲治税務町民課長 １款２項１目の固定資

産税でございます。 

   議員おっしゃるとおり、固定資産の評価に

つきましては、１月１日現在の所有者に賦
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課されるものでございます。 

   このたびの補正につきましては、会社の償

却資産についての増額でございます。修正

申告等にございまして、会社のほうで大き

な機械等を導入しますと、そこの評価額に

対して1.7％の固定資産税がかかるというこ

とで、このたびの補正はそのためによるも

のでございます。 

○丹野貞子議長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野隆博政策推進監兼企画財政課長 普通交付

税と臨時財政対策債への質問でありますけ

れども、当初予算編成時におきまして、普

通交付税につきましては、国の地財計画上、

出口ベースで1.7％の増というのが示されて

おりました。 

   臨時財政対策債のほうは、たしか33％の減

というのでたしか示されていたというふう

に記憶しております。 

   それらをベースにしまして、当初予算を編

成したところでございます。 

   このたびの普通交付税の確定で、普通交付

税のほうは若干の予算よりは若干の増にな

りましたけれども、臨時財政対策債のほう

は、思ったより大きくちょっと減になった

というところであります。 

   それは交付税の算定上の数字でありますの

で、そういった結果になったということで

あります。 

   プラスマイナスで、若干の減になったわけ

ですけれども、それにつきましては財政調

整基金で調整するというような内容になろ

うかというふうに考えております。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 ５番石垣議員の質問に対

しての説明になります。 

   先ほど３番議員のほうにも説明を行ったと

ころでありますが、シロアリ駆除というふ

うなことでの委託料88万というふうなこと

で予算計上させていただいておりますが、

議員おっしゃいますような脱皮阻害剤とい

うふうなことですと、やはりシロアリを確

認、現認されているシロアリを殺すといい

ますか、駆除するというふうな目的であり

ますが、今回の施設関係のシロアリの駆除

に関しましては、シロアリが食害を行った

後の箇所の処理というふうなものがメイン

になっておるところでございます。 

   シロアリとして現認はされていませんので、

というふうなことになりますので、そこで

の床下木部吹付土壌処理でありますとか、

あと壁の間に注入して吹付処理を行ったり、

あと木部の注入処理等を行う内容で、225平

方メートルほど行う予定に考えておるとこ

ろでございます。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、５番石垣光洋議員の質

疑を終わります。 

   次に「６番増川憲一議員」 

○６番（増川憲一議員） 私から１点質疑いたし

ます。 

   予算書の18ページ、19ページの６款１項５

目農地費の19ページのほうに、土地改良事

業補助費で100万円ほど計上なっていますが、

この100万円の事業内容を教えていただきた

いと思いましてお伺いします。 

○丹野貞子議長 「宇野農林振興課長」 

○宇野勝農林振興課長併農業委員会事務局長 お

答え申し上げます。 

   今回の土地改良事業費補助費につきまして

は、７月19日の日に局地的な豪雨によりま

して新吉田地区、大久保遊水地に入ってき

ます用水路ののり面が崩れ、100メートル強

にわたりまして、その用水路を土砂が覆っ

てしまったと。さらに、土砂を飛び越えて
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農道などにも飛び出してしまったというよ

うな災害がございました。 

   そちら寒河江土地改良区さんで災害復旧を

するわけでありますけれども、それに対す

る土地改良事業等補助金という内容でござ

います。 

○丹野貞子議長 「６番増川憲一議員」 

○６番（増川憲一議員） ありがとうございまし

た。 

   質疑を終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、６番増川憲一議員の質

疑を終わります。 

   次に「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 一般会計第５回補正の

12ページ、２款１項８目地元回帰促進住宅

開発事業ということで、改めてお聞きしま

す。 

   274万5,000円ありますけれども、方向性、

改めてどんな方向性というふうなことにな

っているのかお聞きしておきたいと思いま

す。 

   16ページ、４款１項２目子育てモバイルシ

ステムとありますけれども、どんな内容か

イメージを持てるように説明願いたいと思

う。 

   さらに16ページ、４款１項３目タクシー利

用助成委託金、委託料でありますけれども、

現時点で登録者数、利用件数どうなってい

るのか、どんな見込みを立てたかお聞きし

たいと思います。 

   20ページ、７款１項４目道の駅河北で会計

年度任用職員の報酬216万円ありますけれど

も、何人を考えているのか、どんな仕事を

考えているかについて、お聞きします。 

   22ページ、８款２項２目の土木工事等舗装

工事、どこの工事かお聞きします。 

   24ページ、８款５項１目定住促進住宅費の

設計委託料ですが、どんな内容か説明を求

めます。 

   26ページ、10款１項７目、谷地高生楽弁支

援事業委託費、どんな内容かをお聞きしま

す。 

   以上お聞きします。 

○丹野貞子議長 ７点ですね。（「はい」の声あ

り） 

   「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤晃一まちづくり推進課長 初めに、12ペー

ジ、13ページの地元回帰促進住宅開発事業

費の方向性というふうなことでございます。 

   こちらにつきましては、昨年度から基本調

査を行いまして事業を進めているわけでご

ざいますけれども、現在のところ旧町民プ

ール跡地につきましては、当初は分譲住宅

と賃貸住宅というようなことで考えており

ますけれども、調査の結果賃貸住宅を取り

やめするというふうな方向で考えていると

ころでございます。 

   また、基本調査の折には無散水消雪道路と

いうようなことも視野に入れておきました

けれども、こちらにつきましてもちょっと

費用もかかり過ぎというふうなことで取り

やめをしているところでございます。 

   現時点では、旧町民プール跡地全体につき

まして、分譲地と、宅地分譲というふうな

ことで方向性を考えているところでござい

ます。 

   続きまして、17ページの河北町タクシー利

用助成委託料でございます。 

   こちらにつきましては、８月末現在の数字

としてお答えさせていただきますけれども、

登録者数につきましては520名となっており

ます。 

   利用者数でございますけれども、利用件数、

延べ件数としましては2,829件というふうな

ことになっております。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 
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○矢作勲健康福祉課長 予算書のほうの16ページ、

17ページになります。 

   ４款１項２目予防費の母子保健事業費、子

育てモバイルシステム構築業務委託料19万

8,000円の内容についてであります。 

   これの内容につきましては、目的として全

ての妊産婦、子育て家庭が安心して出産子

育てができる環境整備へ向けた子育て支援

のスマホアプリ導入のための標準パッケー

ジと初期導入費用になります。 

   中身的には、子育て支援アプリ、子育てモ

バイルというふうなことで母子保健サービ

スや、母子保健事業についての情報発信を

行った上で、あとこれまで紙媒体で行って

いたアンケート電子化でありますとか、あ

と母子保健事業の参加予約などをオンライ

ンで行えるようになるというふうなもので

ございます。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 お答えいたします。 

   20ページ、21ページ、７款１項４目道の駅

河北費の会計年度任用職員の報酬の質疑で

ございますが、現在のところ、このたび２

名分の人件費として、報酬として計上させ

ていただきました。 

   今回、地域おこし協力隊ということで、道

の駅に関する観光案内、特産品の販売促進

のＰＲ活動、運営に関わる企画、それから

集客を図るための各種イベントの開催、そ

ういった主に道の駅のただ案内をするとい

うことではなく、いろんな企画を２階のフ

リースペースでの企画や、隣接しておりま

すグリーンパークとの連携した企画、そう

いったものを大きなミッションとして、２

人の方を地域おこし協力隊として任命した

いというようなことで、予算のほうを計上

させていただいたところであります。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 まず22ページ、23ペー

ジ８款２項３目の道路の工事費の土木工事

と、舗装工事の内容ということでよろしか

ったでしょうか。 

   まず、土木工事のほうですが、ひな市にあ

ります歩道のブロック舗装がちょっとがた

ついている場所がありまして、そちらの修

繕工事と、あと山王地区にあります道路の

真ん中にありますこの排水蓋の鉄蓋なんで

すけれども、そちらの修繕を考えておりま

す。 

   あと、舗装工事としましては、舗装の維持

補修工事ということで、穴空いた場合の補

修ですとかそういった部分に使いたい、こ

ちらを追加でお願いしたいということで今

回こちらのほうに上げさせていただいてお

ります。 

   続きまして、24ページ、25ページの８款５

項住宅費の定住促進住宅費の設計委託料で

ございます。 

   こちらのほうは、来年度行います２号棟の

換気扇の設置の設計が１つと、その３号棟

の浴室の改修の設計、あとリノベーション

計画及び３Ｄの画像のデータの作成の委託

料ということで３点になっておるところで

ございます。 

○丹野貞子議長 「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 27ページの谷地高等学

校支援費の谷地高生楽弁支援事業委託料に

ついてであります。 

   楽弁、何だろうというようなところもある

わけなんですが、ひなの湯の湯楽亭の楽を

取りました。 

   なお、弁当、昼食は楽しいものでなければ

ならないし、親としても弁当を毎日作って

持たせているところですが、週に１回程度

弁当が変えられれば、ちょっと楽できるか

なというようなところもありまして、楽弁
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という名称で谷地高生を支援していきたい

という考えでございます。 

   湯楽亭の700円相当の弁当を、個人負担と

しては300円、ですから400円を町が助成す

るような内容になっております。 

   今高校とも調整、詰めているところであり

ますが、週１回、今金曜日を想定はしてお

りますが、試行的にまず行いながら、状況

を見て、曜日のもしくは内容などもどのよ

うにするかというふうに検討していきたい

と思っております。 

   週１回金曜日を想定しながら、700円相当

の弁当の400円を町が調整して300円負担を

していただくというような内容でございま

す。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 地元回帰促進住宅の方

向性については分かりました。 

   子育てモバイルシステムについてもスマホ

アプリを進めるということで、分かりまし

た。 

   町のタクシー利用助成、委託料であります

けれども、実際に運用をして多くの方にも

利用されているということですけれども、

利用者からの要望とか、声があって、機会

があったらそれを改良といいますか、改善

していきたいとかそういった声などを集め

ておるかどうかお聞きしておきたいと思い

ます。 

   道の駅河北費の人件費、人件費といいます

か、報酬でありますが、２人をお願いする

ということですが、この方々は令和６年度

以降、道の駅を運営していくときにも引き

続き頑張っていただくような、そういった

展望のある方々かどうかお聞きしておきた

いと思います。 

   土木工事と補修工事、やはり舗装の維持補

修で、日々壊れ、日々補修していくという

なかなか大変な作業でありますが、ちょっ

と気になるところがまた出始めているので、

ぜひ補修などもしっかりやっていただきた

いというふうに思います。 

   定住促進住宅の設計委託料の中の３ＤのＰ

Ｒ動画ですかね、については実態がよく分

かるようなもので、先にまずどんなところ

までできるかというところをしっかり決め

て、それから３Ｄ画像を作ることになるん

だと思うんですが、その辺の手順について

お聞きしておきたいと思います。 

   楽弁支援事業については、非常に面白い取

組だと思います。谷地高、先ほど質疑のあ

りました谷地高を支援する会ですかね、に

町があらかじめこんなことは既に始めてい

るよという呼び水をしながら、みんなでさ

らに支援していこうというような事業の１

つになると思いますので、そういったこと

ではなかなか面白い。 

   場合によってはもっと回数も増やしてほし

いなというふうになった場合には、それの

対応をする考えがあるかどうかもお聞きし

ておきたいと思います。もう一度お聞きし

ます。 

○丹野貞子議長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤晃一まちづくり推進課長 16、17ページの

河北町タクシー利用助成委託料の件でござ

いますけれども、利用者からの声というふ

うなことでございますが、こちらにつきま

しては、令和４年度に試行というような形

で実施させて、令和５年度から本格実施と

いうような形をさせていただいております。 

   試行の段階で、利用者の方からいろいろな

ご意見が出て、そちらに対する改善という

ふうなことをやった上で令和５年度実施さ

せいただいておりますので、ある程度のご

満足をいただいて利用していただいている

のかなと思っておるところでございます。 
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   今現在利用者からの声といいましては、町

外まで行けないかというふうなこと、あと

は今500円で実施しているんですけれども、

もっと安くならないかというふうなこと、

あとはタクシーの数を増やせないのかとい

うふうなこと等が今利用者からの声として

出ているところでございます。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 お答えいたします。 

   ７款１項４目道の駅河北会計年度任用職員

の報酬、令和６年度以降も継続して地域お

こし協力隊として任用するのかというご質

問でありますが、地域おこし協力隊３か年

の任務期間が定められております。 

   今回も３か年しっかりと道の駅の任務に当

たっていただきたいということで、令和６

年度以降も継続して任務に当たっていただ

くことを想定しております。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 定住促進住宅のリノベ

ーションの手順と、これからの手順につい

て申し上げます。 

   これからリノベーション計画の間取り、今

のところ２パターンを考えておりまして、

そちらのほうを詰めさせていただいて、１

月ぐらいから３Ｄのデータを公開したいな

と、公開できるような手順で今のところ考

えているところでございます。 

○丹野貞子議長 「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 谷地高生楽弁支援事業

委託料、ありがとうございます。 

   まずはといいますか、年間、半年分の予算

計上しているところでありますが、720食ほ

ど見ております。 

   これは、月当たりにすると、３月にはほぼ

高校生が卒業されてというか、食べなくな

ることもあるんですが、いわゆる半年、１

回当たりも30食ぐらいを想定しているとこ

ろでありますが、人気がありということで

あれば、また補正等もという考えはありま

すので、まず高校生の楽しい弁当を湯楽亭

さんからの提供によって、勉学も、そして

またそういう谷地高生があるんだというよ

うなことも、周りの中学生が見て、来年ぜ

ひ谷地高に入学してみたいというふうにな

ってもらえるように頑張りたいと思います

ので、そのときは補正等も考えていきます。

よろしくお願いいたします。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） タクシー利用助成につ

いて、平日以外、土日などもという声も私

なども聞いたりもするんです。 

   この辺は何か難しい縛りがあるのかどうか

お聞きしておきたいと思います。 

   あと楽弁支援については、食事関連なので

意外と人間の気持ちの中に与えるインパク

ト大きかったりするかもしれないと思うの

で、ぜひしっかり取り組んでいただければ

なと思います。これは要望です。１点だけ

お聞きします。 

○丹野貞子議長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤晃一まちづくり推進課長 土日の利用とい

うことでございますけれども、一部の方か

らは土日も利用させていただきたいという

ようなお話はいただいているところでござ

います。 

   こちらにつきましては基本的に町の町営路

線バス、または山交路線バスさんのほうと

の兼ね合いもありまして、町営路線バスの

ほうは土日は運休しているところでござい

ます。東根線を除きまして運休していると

ころでございますので、ですので基本的に

は土日はおうちの方から乗せてもらうとい

うふうなこともありまして、土日はタクシ

ーのほうは運休させていただいているとい

うふうな形でございます。 
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○丹野貞子議長 以上で、７番木村章一議員の質

疑を終わります。 

   次に、「８番佐藤修二議員」 

○８番（佐藤修二議員） 26、27ページ10款１項

教育総務費の中の７目谷地高支援について

お伺いします。 

   もちろん谷地高を存続していかなければな

らない。２学級は何としても残していきた

いという気持ちは、町も私も一緒でありま

す。ゆえにもう少しという気持ちあって、

これでいいのかという気持ちもありますの

でちょっとお伺いします。 

   まず１つは、現在の36人中、河北中からは

何人行っているんですか。それがその数字

を。 

   全員協議会でもいろいろちゃんと説明を受

けたことと重なることもあるかもしれませ

んが、よろしくお答えをお願いしたいと思

います。 

   それから、今の時期中学校で第１回目にな

りますか、大体のどこに行きたいかという

子供たちの志望高校ついて、学校ではいろ

いろ把握なさっているんじゃないかなと思

うんですが、河北中から今回、来年度に向

けて、どのぐらいの子供の谷地高に対する

志望人数が今の時期あるはずですが、それ

が町として把握なさっているのか。 

   あるいは、谷地高だけじゃなくて、県全体

でもう把握しているよというんであれば、

県全体で谷地高に対する第１志望というか、

それでその数字がどのぐらいになっている

というふうに判断なさっているか、捉えて

いるかですね。 

   その次、今回の様々な事業について、新規

で１年生３万、２年、３年、１万というの

を電子マネーでというふうな説明があった

ように伺っておりますが、これは河北の子

供だけなんですか。それとも河北に来る生

徒全員というふうに考えていらっしゃるの

か。 

   電子マネーは、保護者に対して、子供に対

してですか。そこも含めてお尋ねします。 

   それから、その中に謝礼として129万6,000

円ありますが、この中身についてお願いし

ます。 

   楽弁については、今前任者の質疑で大体分

かりました。720食で約30人ぐらい見ている

ということですから、生徒数から見ると30

食でもどのぐらいなのか。これも河北の子

供なんですか、対象は。それとも別に谷地

高生であれば誰でも申込みできるのか。 

   それから、当然１人から300円もらわなき

ゃならなくなるわけですが、そのお金とい

うのは谷地高の職員の方が集めてくださる

のか、どんなやり方をするのか。 

   それは、高校側からは何と言われているの

か。それについて具体的な進め方について、

実際なかなかそういうお金を扱いたがらな

いというふうなのが現実あるんじゃないか

なと思うので、ちょっと心配なんですが、

以上その点についてお尋ねします。 

○丹野貞子議長 議長から申し上げます。 

   ８番佐藤修二議員の質疑の途中ですが、こ

こで10時30分まで休憩とします。 

     休 憩  午前１０時１６分 

     再 開  午前１０時３０分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開いたします。 

   質疑を続けます。 

   ８番佐藤修二議員の質疑の答弁を求めます。 

   「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 27ページの谷地高等学

校支援費に関してでありますが、最初の質

問の今年度谷地高に36人の入学者があった

わけですが、そのうち河北中学校から何人

かということでありますが、高校としては

出身中学校別の生徒数を把握しておりまし



 - 257 - 

て、その中で河北中からは12人、33％の入

学であります。 

   ２つ目の中学校における志望を把握してい

るのかというようなことでありますが、回

答といいますか、把握していても公表でき

るものではないんですが、実際のところま

だこれから志望校については保護者面談な

り、これから行うところであります。 

   ですから、まだ決まっていない、第１段階

でもありますので、ぜひこの９月の補正の

中でこういったメニュー、谷地高を支援す

る内容を基に、河北中学校をはじめ近隣の

中学校に訪問活動を行いながら、谷地高へ

の志望、もう少し多くなるような活動がで

きたらなというふうに考えているところで

す。 

   あと、いわゆる就学支援の中で、応援券の

給付を考えているところですが、これは債

務負担行為で行っておりまして、実際には

令和６年度の４月からになりますが、対象

としては、河北町民だけではなく、谷地高

生全員であります。全員を対象として行う

ものでありまして、生徒にというよりも、

まずは、まだはっきりと決まっているとこ

ろではありませんが、保護者の方に給付を

行い、できればお子さんに生徒が使えるよ

うな状況をつくってほしいというようなお

願いをしようかなというような考えではい

るところであります。 

   あと謝礼の129万6,000円につきましては、

谷地高の魅力を発信するコーディネーター、

ＳＮＳ等などを駆使して、これから谷地高

のＰＲ、周知を行うためにコーディネータ

ーとしての人件費、謝礼としての半年分の

計上であります。 

   あと、楽弁支援事業について、対象につき

ましてはこれも河北町民という限りではな

く、谷地高生全員を対象としておりますの

で、今171人の全校生がおりますが、河北町

民だけではなく、全員を対象として行うも

のであります。 

   集金方法についてですけれども、まだこれ

も今詰めているといいますか、どのように

すればいいのか検討中ではありますが、高

校へ事務の負担、現金の収受というのはあ

まり好ましくないこともありますので、湯

楽亭さんといいますか、振興公社の職員の

方が昼のときに、配達のときに、集金をす

るとか、事前に谷地高の昼休みの時間とい

うのが12時45分から１時30分までというの

があるんですが、その時間に事前にチケッ

トのやり取りなど、いろんなやり方がある

んでしょうけれども、そういった今詰めて

いるところでありますので、具体的にはま

だ申し上げられないんですが、谷地高への

負担あまりないような形で、弁当と引換え

できるような、湯楽亭の職員が公社の職員

が今検討しているところであります。 

○丹野貞子議長 「８番佐藤修二議員」 

○８番（佐藤修二議員） お答えをいただきまし

た。今年度36人入ったうち33％、12人が河

北中だったと、こういうことであります。 

   第１次で学校でやっている、どのぐらいだ

かというのがあるんですよ。傾向を見ます

と、河北中学校から谷地高にという募集を

出す子が１割ですね。例えば、河北中の子

供の１割ぐらいなんですね。１割ぐらいな

んです。 

   今も444人ですから、昨年の決算でいうと

約440人、約150人なんですね、１学年ね。

そこから今回は10人なんでしょう。今もう

大体、昨年度の第１次でやったときも14人

だったのかな、そこから１人、２人、結果

的には減っちゃった、12人になったようで

ありますが、１割か１割前後ぐらいなんで

すよね。 
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   それを何とか２割近くまで高めていくこと

が大事なんじゃないかなあと思うんです。 

   教育長にお伺いしたいのは、河北中生がな

ぜ谷地高に行く人少ないのかなあと。昔は

もっとたくさんの人が谷地高に行っていた

と私は理解していたんですが、子供も確か

に減ってはいるし、河北中生も減っている

ということもあるんですが、なぜ谷地高は

河北中の子供が谷地高に行くのが少ないの

かというところの把握をすれば、そこの原

因があれば、分かればもう少しパーセント

を上げることもできるんじゃないかなと。 

   そういう把握を、どのように見ているかと

いうことも私は大事なことで、それに合っ

た対策を練るということが、子供の目線に

合っていることになりますので、そこの実

際をどのように把握なさっているか。 

   私は何とか河北中から今の現在の450人ぐ

らいの子供の３年生、約150人ぐらいの２割、

30人ぐらいが谷地高に行けるようになれば、

おのずと県が言う数字もクリアして、２ク

ラスを存続していけるんじゃないかなと私

は思うんですよ。 

   そういう意味での現状の実態把握、子供が

考える谷地高の姿といいますか、教育長ど

のようにその辺を判断なさっているかです

ね。 

   コーディネーターが129万6,000円、ＳＮＳ

やそれからいろんな発信するということで、

期待しましょう。 

   それから、給食については谷地高生が171

人いるうち30人分ぐらいしか見ていないん

ですが、もっとあるんじゃないかなあと、

そういう親も助かるし、子供たちもそうい

うの食べたいなあという気持ちは私は湧い

てくるんじゃないかなと、湯楽亭のお弁当

食べられる、しかも700円の弁当が300円で

食べられるんだと。もっと出てくるんじゃ

ないか。 

   もっと出てくれば、それはそれに対した対

応をして、町でやってくださるとは思うん

ですが、ちょっと数字少ない、低いのかな

あと、こういうふうに残念ながら思うんで

ありますが、実際30人というふうに見てい

る根拠といいますか、どういうとこから30

人としているのかがひとつ分からない。 

   それから、今回谷地高の支援を町としてと

いうことで、大分新聞にも流れましたし、

それからあといろんな情報がスマホの中に

も流れてきました。 

   でも、それを見た何人かの方から私に話が

あって、いやこれでこんなことしても、全

然数字上がらないと思うよと、谷地高に行

く人増えるということ考えられないよと。

全部子供目線でないよという、町民の意見

といいますか、考えが私に届きました。 

   やっぱりいろいろ町としてやりたいことい

っぱいあるんでしょうけれども、なかなか

あちらは県立高校で、これは河北町という

中で、何でもかんでもできるわけじゃない

というのは分かりますが、もう少し子供の

目線に立った物事の考えが必要なのかなあ

というふうに感じるんですが、その辺はど

のようにお考えになりますか。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 それでは、質問にお答えいた

します。 

   議員からご指摘あった河北中から何割入る

か、これは年度によってかなり差がありま

す。 

   ちなみに入学者数のことを言いますと、先

ほど来令和５年度の入学数が12人で、これ

は全校生に占める割合は8.1％です。 

   令和４年度、これは地元からたくさん入っ

て、しかも70名超えた年ですけれども、33

名、私の手元には32名とありましたけれど
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も、入学者は33名というふうに捉えていま

して23.4％を占めています。 

   その前、令和３年度は26名が入って15.7％

です。 

   それで、中学校の校長先生ともお話合いを

持ちました。一概に原因は言えないけれど

も、やはり山形市部にある公立、私立、そ

こに流れた年は、やはり苦戦しているよと、

谷地高は。 

   そういうことで、やっぱりその年によって

は、非常に浮き沈みがあるということを聞

いております。 

   それで、やはり何が谷地高にそんなに入ら

ないのかという原因なんですけれども、私

自身思うに、谷地高の今までの魅力、さら

にはアップした魅力づくりをもっともっと

ＰＲする必要があるんじゃないかと。これ

がやっぱり本丸ではないかなというふうに

私は思っています。 

   何があるかということですけれども、１番

は、楽しい学校生活の紹介、これが１つで

あります。 

   ２つ目、活躍する姿、それから地域に貢献

する姿、それをもっともっとＰＲしていい

んではないかと。 

   ３つ目ですけれども、質の高い進路先、こ

れは進学面、就職面併せてであります。こ

れの紹介する必要があります。意外と知ら

れていない。 

   ４つ目でありますが、社会で、あるいは大

学生で活躍しているＯＢの方のお話を聞く、

あるいは紹介する、そういったところがも

っともっとあっていいんではないかという

ふうに。 

   そして、こういったことを、ＰＲを地元河

北中はもちろんのこと、近隣、隣接する中

学校にも、もっともっと足を運んでＰＲす

る必要があるとこう思っているところです。 

   先ほど課長から支援策がありました。その

上で、いわゆる谷地高自体の努力の上で、

行政として何ができるか。あらゆることを

考えて、可能であれば実施していきたいな

というふうに思っております。 

○丹野貞子議長 「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 楽弁支援事業について、

１回当たり30食ということで、足りないの

ではないかというようなこともありました。 

   実際やってみないと分からないところある

んですが、先進的な事例、県内の事例など

も参考にさせていただいたところです。 

   １割強、２割弱だというようなところがあ

って、そうしますと２割、まずは２割平均

で見ていけばいけるのかなというようなと

ころもあって、30から40ぐらいというよう

なところで、まずは検討したところであり

ました。 

   本当においしい弁当を週１回でも食べてい

ただいて、活力になっていただければ、ま

た谷地高の魅力がというようなところもあ

りますので、ここはぜひいろんな方に、谷

地高生全員にというと、１回当たりの作る

量もありますけれども、いろんなタイミン

グで試行的にやっていければなというふう

に思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

   あと、子供目線ではないと、いろんな支援

策この９月補正に提案させていただいてご

ざいますが、やはり県立高校の内容ではあ

りますが、町として何ができるのかという

ところで考えたときに、県内の、あるいは

県外でも町村に、市はあまりないんですが、

町村に１つの県立高校というところがあり

まして、１校が１学級になって本当にどう

すればいいかというところで、いろんな検

討を始めて、学校の存続のために町の、村

の予算を投じている町村がありますけれど
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も、河北町の場合、今回谷地高支援という

ことでは、１学級にならない、２学級を維

持するというのが一番大事なことかなと思

っています。 

   そのために、町としてできること、高校の

魅力を、先ほど教育長が申し上げたように、

谷地高の魅力はあるけれども、それをなか

なか発信できていなかったんではないかと

いうようなところで、魅力のコーディネー

ターからいろんな谷地高の今の魅力を発信

していただく。 

   さらに、今後また魅力ある高校づくりをす

るために、どのようにしていけばいいのか

も含めて、高校の魅力をつくっていきなが

ら発信をしていくなど、今後のやっぱり２

学期を維持して、谷地高に河北中からも、

そしてまた隣接の中学校からも、今は82人

ぎりぎり本当に80人、志望できる、してい

ただけるような方向になっていければなと

思いますので、町として今できることを近

隣、県内の支援策なども参考にしながら、

今回の提案させていただいたところでござ

います。よろしくお願いいたします。 

○丹野貞子議長 「８番佐藤修二議員」 

○８番（佐藤修二議員） 大体お答えいただきま

して、谷地高そのもの、もう結構大学進学

率いいんですよね。悪くないんです、いい

んです。だけれども、いいという印象がな

い。いいという印象がない。 

   やっぱりほかのところが見えるんですね。

寒河江がいいとか、北高がいいとか、西校

がいいとかというのだけが目につくんです

ね。 

   谷地高だと決して負けない、結構大学進学

率いいんです。結構いいところも行ってい

るんです。 

   やっぱり教育長からもありますとおり、い

かに谷地高のいいところを、中学生や地域

に分かっていただけるのか、そういう意味

での情報発信、やっぱり大事だと思います。

いいものがある、けれども理解されていな

い。そこの実態はありますので、ここにコ

ーディネーターというのはその道のプロで

しょうから、しっかりよさがアピールでき

るように頑張っていただきたいということ

であります。 

   それから、楽弁についてはやっぱりなかな

かお金を集めるのが大変なんじゃないかな

というふうなところもありますが、そこら

辺は学校側といろいろ詰めて、しっかり対

応していただきたいし、他県、他学校では

２割程度だということで、一応30人分ぐら

いの予算を取ったということで、大体それ

は取りあえずは今の時点では、やってみな

きゃ分からない部分もありますので、やむ

を得ないなあということで理解をします。 

   第１次の河北中学校の子供たちが、３年生

がどこに行きたいかという第１志望は出て

いるんです。17人です。 

   昨年の同時期の谷地高に対する河北中の子

供たちは14人、14人から17人に増えている。

いい傾向です。残念ながら、去年は14人か

ら実際は12人に減っちゃったんですが、14

人からもう少し増えていくように願いたい

なと思いますし、教育長からありました年

度によって違うということで、やっぱり33

人行っていたりした時代だと、谷地高を河

北中で支えていたんですよ。 

   今年度河北中から行く子が減っちゃったん

ですよね。だから、36人と減っちゃったよ

うな気がするんです。やっぱり従来どおり、

今までどおり、30人前後河北中から谷地高

に行けるようになれば、そんな数字なんか

クリアしますよ。 

   ですから、河北中からの子供がぜひ谷地高

に行きたくなるよう、いろいろと頑張って
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いただきたいということを申し上げて、質

疑を終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、８番佐藤修二議員の質

疑を終わります。 

   次に、「10番林智議員」 

○10番（林智議員） よろしくお願いします。 

   私のほうから３点、質問をさせていただき

ます。 

   まず初めに、24ページ、８款５項１目定住

促進住宅費の中の設計委託料のことについ

てお聞きします。 

   先ほども同僚議員のほうから中身のほうに

ついてありましたが、その中で来年からの

リノベーションに向けてということの設計

料ということでお聞きしましたが、このリ

ノベーション、本当にこんなことを進めて

大丈夫なんですかというのがまず一番なの

で、設計料をしっかり見直していくべきで

はないかということをお聞きしていきたい

と思います。 

   まず、そのリノベーションですが、定住促

進住宅としての本当の意味合い、どういっ

た方たちがそこを希望するのか、民間と公

営の違い、そこをはっきり理解し、公共は

公共であるがゆえのサービス、民間は民間

であるための競争によるサービス、そうい

ったところをしっかり理解し、民間ではな

く公共を選ぶ人のためのそういった住宅と

して、しっかりそのところを検討して総合

設計をするべきではないかと思いますので、

その設計について改めてお伺いしたいと思

います。 

   次に、同じく24ページ、10款１項２目県立

谷地高等学校後援会支援事業補助金とあり

ますが、これは中身、どのようなものにな

るのかお聞かせいただければと思います。 

   次に、26ページ、10款１項７目谷地高支援

費の中の楽弁事業についてお聞きします。 

   これも同僚議員の方々がいろいろお聞きし

たので詳細大分分かってきたのですが、こ

の楽弁、湯楽亭さんの弁当ということで、

大変すばらしい弁当で、ボリュームもすば

らしいというふうにお聞きしていますが、

逆に男子も女子も同じ量で大丈夫なのか。 

   やはり年頃の女子生徒なんかは量が多い、

食べ切れないとか、逆に一般的に多いと思

っても、育ち盛りの男性として見てみれば、

やはり足りない。そういったところのボリ

ューム的なところを考慮しているのか、以

上３点お聞きしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 まずは、24ページ、25

ページの定住促進住宅の設計委託料という

ことで、リノベーションの費用ということ

でのご質問だと思われます。 

   こちら定住促進住宅については、町のほう

に定住していただいて、人口等の増加等を

目指してある住宅だと考えております。 

   今のところ120戸中、66.6％ほどの入居率

になっておりまして、この空き室対策とい

うことと、プラス若者の定住のための方策

としてこのリノベーションというのを今考

えているところではございます。 

   やはり若者の方から定住していただくとい

うことの観点から、このリノベーションと

いうのは始まっておりまして、そこにどの

ぐらいの方が希望されるかということで、

まずはすぐに修繕して新しいものを造るの

ではなく、３Ｄの画像で皆さんの希望をま

ず確認して、そこから今度は工事等のほう

にスタートをしていくというような形で今

のところ考えておりますので、その辺はま

ずは３Ｄで募集を募って、どの程度の方が

希望なさるのか、その辺を見極めていきた

いと思っているところでございます。 

○丹野貞子議長 「秋場学校教育課長」 
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○秋場弘昭学校教育課長 24、５ページの事務局

費の中の県立谷地高等学校後援会支援事業

費補助金30万でありますが、後援会の補助

金の50万に上乗せをする内容になってござ

いますが、８月の臨時会において議決いた

だいた内容が、谷地橋のところのカヌー練

習場ありますけれども、今土砂が堆積して

いて練習できない状況になっています。 

   カヌー部の方については、河北中学生も一

緒なんですが、練習ができないがために、

月山高に行って練習をしているところです。 

   そのために、土日については保護者が送っ

ているところはあるんですが、平日なかな

か保護者の送迎ができない、そこはレンタ

カーを借りて、生徒たちが西川町月山高校

まで練習に行っているという内容でありま

すので、そのレンタカー代といいますか、

交通費としての支援ということで、県の補

助等もあるんですが、そこに足りない部分

ということで、町としても補助をしていく

内容となってございます。 

   最大で、これからも、今もですけれども、

10月にはカヌー練習場が完成するまでの期

間２か月ちょっとあろうかと思いますが、

その間の交通費としてレンタカー代などを

使用するものについての費用ということで

あります。 

   27ページの谷地高生楽弁支援事業委託料に

ついて、量的なところの配慮についての質

問でありますが、この楽弁支援事業を行う

に当たって、保護者からのアンケートを取

りました。 

   実際利用したいという方が、回答した方の、

回答を得た保護者のうち90％ほどあったわ

けですが、実際にいろんなご意見等もいた

だいいた中で、スポーツやっている方につ

いては量も、あとスポーツに適した内容を

というような意見もありました。 

   一方、女子生徒からは、やはり量的には少

し多いのでと、少なめにしてほしいという

ようなご意見もあります。 

   どちらにするか、一人一人に、あるいはア

レルギー対策もできるのかというようなご

質問、ご質問というか意見等もいただいて

おります。 

   全てに関して対応はできかねるところはあ

るんですが、ごみの減量化のためにできれ

ばうまく調整をしたいところでありますが、

作る側として多く、少なくということでは

なく、平均的な量になろうかとは思います

が、まだ具体的にどこまでできるかという

ことは検討中でありますので、検討中とい

うか、これからの話かなというふうに思い

ますので、もう少し煮詰めていって、でき

るだけ対応はしたいと思いますが、平均的

な一般的な弁当になるのではとは思います

が、検討はしてみたいと思います。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   それでは、改めて質問させていただきます。 

   まず最初に、定住促進住宅リノベーション

の件ですが、今もいろいろ課長さんからお

答えいただきましたが、やはり幾ら若者を

定住させるためとはいえ、あまりにも安価

な考えのリノベーションという案なのでは

ないか。 

   やはり、公共の住宅を選ぶ方のニーズ、民

間を選ぶ方のニーズ、その違いとは何なの

か。それと、例えばリノベーション費用概

算で今1,000万ぐらいと出ていますが、それ

を今サンコープラス築40年から45年たって

いる建物で、改修できるまでもつのか。 

   ましてや、若い人が入ったときに、もちろ

ん定住してもらうために入っていただくわ

けですが、その中で何年間そこに住まれる

のか。河北町に長く住みたいなと思って、
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移住してきた方が５年そこで住んだときに、

いい町だから家を建てようと出ていったと

きに、残りの負債はどうなるのか。 

   そういったところまでしっかり考えての今

回のリノベーションの計画なのか。注文が

あったから始めるとはいうものの、希望が

あったから始めるとはいうものの、そうい

った安価な考えだけでこういった計画を進

めていいのか、しっかりその辺は精査して

いただきたいと思うのですが、その辺につ

いてもお聞きしたいと思います。 

   次に、谷地高後援会支援金、内容のほう分

かりました。町でもいろいろ谷地高を応援

していくという中でのこういった支援、す

ごく大切なことだと思いますのでよろしく

お願いします。 

   同じく谷地高楽弁事業のほうですが、確か

に全てのニーズに応えるのは大変なことだ

と思うんですが、やはりＳＤＧｓ、世の中

いろいろ言われています。河北町でも環境

問題に大変取り組んでいます。そういった

中でも食べ残しが出ないように、全ては無

理にしても、例えば普通の弁当とレディー

ス弁当のような感じで２種類ぐらい検討し

ていただくとか、そういった方向で検討し

ていければ、すごくいいのではないかと思

います。 

   なので、取りあえずその辺も了承しました

ので、定住促進住宅のほうだけいま一度お

聞きしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 定住促進住宅のリノベ

ーション計画についてということで、民間

と公営のすみ分けというか、違いというこ

とかと、まずはそちらのほうをお答えさせ

ていただきたいと思います。 

   民間のほうの賃貸住宅と公営のほうの賃貸

住宅では、やはり値段的なものが一番大き

な違いなのかなということは考えていると

ころでございます。 

   そちらで少しでも安く、また魅力ある賃貸

住宅を町のほうで提供できれば、希望者の

ほうもおのずと現れるのかなということで

考えているところではございますが、今の

ところ概算の工事費ということで議会のほ

うにお示ししたのは1,000万円ほどではない

かということで今上げているところではご

ざいますが、これも概算ですので、これか

らどこまでその金額が縮むのか、その程度

でできるのかということを今からうまく精

査してやっていきたいと思っております。 

   もちろん安くいいものができれば、それは

それで構わないのかな、いいことなのでし

ょうから、その辺は今からずっと精査して

いきたいと思っておるところでございます。 

   また、あとどのぐらいの期間入っていただ

けるのかということのほうですけれども、

やはり５年10年で出ていかれたという場合

もやっぱりあるかもしれません。というの

も、何年住まないと貸し出せませんよとい

うことをうたっているわけではありません

ので、その際はまたその部屋を若者向けだ

ということで貸出しをできれば、空き室に

ならないように頑張ってＰＲしていきたい

と思っているところでございます。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   今あったように、民間と公共のすみ分け、

やはりいいものは高くなり、不便なところ

は安くなるというのは当然のことでありま

すが、いいものを欲する人はお金を出して

もいいところに住みたくなる。でも、なか

なかそこが難しい方もいらっしゃるのは当

然です。 

   多額のリノベーション費をかけて、家賃が
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高くなるよりだったら、最低限のリフォー

ム、リノベーション、若者に適した最低限

の工事にするなど、いろんな方法あると思

うので、その辺を今からでもいいのでしっ

かり精査していただいて、よりよい町政に

なるように検討をお願いしたいと思います。 

   以上で終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、10番林智議員の質疑を

終わります。 

   次に、「14番細矢誓子議員」 

○14番（細矢誓子議員） それでは、３点ほど

お聞きいたします。 

   まず最初に、17ページ、４款１項２目予防

費、母子保健事業、先ほど７番議員の方も

お聞きになったと思いますけれども、その

中でちょっと１点だけもう一度お願いした

いなと思いまして、質疑をいたします。 

   多分デジタル化によってこういういろんな

ことが、例えばお知らせ云々なんていうの

はこのモバイルシステム構築によって、可

能になっていくんだなというふうに私は理

解しましたけれども、その中で例えば今ま

でなさっていなかったというか、育児相談

とか、例えば救急処置、いろんな子供さん

の病状によってすぐ知りたいなんていうと

きは、こういうものを利用なされて、その

知識を知り得ることができるような利用方

法などもあるのかどうか、そういう周知な

どはどのようにしていくのかというのをち

ょっとお聞きしたいと思います。 

   もう１点は、21ページ、７款１項４目、紅

花資料館費建築工事代130万4,000円ですけ

れども、この工事内容についてお聞きをい

たします。 

   もう一つ、29ページ、10款５項４目給食セ

ンター費給食物資調達業務委託料910万

1,000円のことですけれども、やはり報道等

で委託されている民間の業者の方が様々運

営していくのに、すごく大変になって倒産

なされてというニュースをお聞きした中で

のことで、すごくいろんな物資が高騰して、

給食を作る上にも大変支障を来していると

いう社会情勢がございますけれども、この

食料の部門の中で、どういう部門の値上げ

が一番ひどい状態なのか、そこをちょっと

お尋ねをいたします。 

   まず、３点お願いします。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 予算書のほうの16、17ペ

ージになりますか、４款１項２目予防費の

母子保健事業費の中の子育てモバイルシス

テム構築業務委託料というふうなことをお

尋ねであります。 

   先ほども説明したのですが、今回は子育て

支援アプリ、子育てモバイルを導入し、そ

の導入に関しての初期導入費用と、あと標

準パッケージというふうなものがございま

して、中身は電子母子手帳的な意味合いに

なるのですが、ほかの県内でも先行の導入

の事例もございましたので、こういったも

のがいいんじゃないかというふうなことで

ここを選択させて、選択を考えているとこ

ろでございます。 

   やっぱり中身的には、母子手帳の電子版と

いうふうなものが内容的なところなんです

が、予防接種の予定日、あと町内の子育て

に関するイベント情報などの数字ですね、

あと予防接種のスケジュールの管理であり

ますとか、ワクチンの種類からの医療機関

の検索でありますとか、あと子育ての記録

保存、子育てに関する記録保存というふう

なものが標準パッケージの主な内容になっ

てくると考えられます。 

   さらに、ここから先のもしこういった、ほ

かのメニューとして、子育てに関して、母

子保健に関して必要なものが考えられると
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すれば、その都度といいますか、費用をか

ければカスタマイズできるというふうなこ

とにはなっておるんですが、まずはこの標

準パッケージの中で進めさせていただきた

いと、そこで様子を見ながらというふうな

形になるかと思います。 

   以上でございます。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 お答えいたします。 

   21ページ、７款１項４目観光施設費中の紅

花資料館費の建築工事でございます。 

   こちらのほうは、館内にございます湯殿が

ございます。湯殿の杉皮の屋根がございま

す。こちらのほうが急激に劣化が激しくな

りまして、観光施設ということもございま

すので、早急に屋根のふき替え工事が必要

になったということで、このたび計上させ

ていただいたところであります。 

○丹野貞子議長 「秋場学校教育課長」 

○秋場弘昭学校教育課長 29ページ、給食センタ

ー費の給食物資調達業務委託料の増額補正

をさせていただいたところでございますが、

全般的に物価の高騰でありまして、おかず

については、ほとんどの食材が値上がりし

ております。 

   当初予算編成のときには、これぐらい上げ

ればいけるだろうというような予測でいた

わけですが、当初予算編成がやっぱり11月、

12月頃行うわけで、実際に学校の給食会と

いうところが単価の通知というのがありま

して、３月に届いたんでしたけれども、そ

のときにはもう想定していた単価よりも高

く、４月からはその単価で契約等も行って

おりますので、４月に遡って高い単価の中

で、これまで給食の物資調達をしてきたわ

けですけれども、やはりこのままだとどう

してもやっぱり間に合わないというのがあ

りまして、今回の補正になったところです。 

   特に、おかずというところはあるんですが、

例えば牛乳にしても、１本当たり６円の増

加があります。単価を下げるために、例え

ば海外の冷凍食品を使うなんていうことも

あるわけですが、やはり地産地消に、でき

れば河北町産、せめて県内産を使うという

ふうな、例えば生の野菜をということであ

ればやっぱり単価も高くなってきますので、

子供たちにより新鮮なおいしいものを食べ

ていただくために、今回の物価高騰のため

にということで、何がということのご質問

でありますが、全般的に物資の調達が高く

なってございますので、増額補正をさせて

いただいたところです。 

   なお、人数の調整といいますか、当初予定

していた人数よりも教職員が多かったりと

かいうこともありますので、そういったこ

とも踏まえての増額補正ということでござ

います。よろしくお願いいたします。 

○丹野貞子議長 「14番細矢誓子議員」 

○14番（細矢誓子議員） ありがとうございま

した。 

   先ほどの子育てモバイルシステム構築業務

ですけれども、やはりこういうシステムが

今度子育てのために使われているというの

は、よその町の子育て支援を見たときもこ

ういうのが差別化につながっていくんだな

あということもありますので、とてもいい

システムだと思います。 

   だから、これにいろんなオプションをつけ

て、そういう子育てのいろんな相談事にも

連結できるようなシステムを今度これから

含まれていくことに私は期待をしておりま

す。とてもいいシステム方法だなと思って

おります。 

   先ほどの紅花資料館のほうですけれども、

急破的な修理というのもございますでしょ

うけれども、先ほど３番議員の方も公共施
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設の改修計画みたいな、年間の今年はここ

を直して何してという計画に基づくような、

こういう計画、紅花資料館に関しても、令

和４年度にも管工事のほうの修理代という

か工事代が出ておりました。 

   毎年何らかの形でこういうふうに出ており

ますけれども、やはりしっかりした年間の

改修計画みたいのは、紅花資料館などでも

なされているのかどうかということもちょ

っと今お聞きしていきたいと思います。 

   給食センターのほうですけれども、子供た

ちにとって一般質問のときでもちょっと、

一般質問じゃないですね、質問のときにも

聞きましたけれども、子供たちにとって給

食というのは本当に楽しい時間になってい

ただきたいと、私も常々思っています。 

   なかなかコロナの現状において、そこに戻

るのが大変時間かかっているというご説明

でしたけれども、１日のうちの楽しい時間

を給食に持っていくというのは、とても大

変な事業で、苦労もございましょうけれど

も、いろんな形でしっかり地産地消も踏ま

えて、できるだけおいしいものを地域の地

元から調達されてという、ちょっと変形し

た曲がったようなキュウリもおいしく食べ

られるのよということも、やはりこういう

ところでしっかり教えていくということも

あると思いますので、これからも続けてい

っていただきたいなと思います。 

   紅花資料館のほうだけもう一度お聞きしま

す。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 お答えいたします。 

   長期的な修繕ということで、計画のほうに

つきましては、財政計画のほうで、いわゆ

る優先順位を決めまして、あとは状況を把

握いたしまして、関係事業所さんのほうか

らもご意見頂戴しながら、計画をつくって

いるところであります。 

   このたびの工事につきましては、財政計画

上はちょっと記憶にないんですが、もっと

先の工事を予定しておったところなんです

が、傷みが急激に激しくなったということ

で、文化財保護審議委員の方にもご指摘を

いただいたりしたもんですから、このたび

急遽工事をさせていただくということにな

ったところであります。 

○丹野貞子議長 「14番細矢誓子議員」 

○14 番（細矢誓子議員） やはり町にとっても

大変すばらしい観光資源でございますので、

これからたくさんの方々がお見えになる施

設であると思いますし、インバウンドの関

係の方々もお見えになると思いますので、

しっかりそういうところは修理なされて、

楽しくこの河北町での時間を過ごしていた

だければと思っております。 

   終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、14番細矢誓子議員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第56号令和５年度河北町一般会

計第５回補正予算については原案のとおり

可決しました。 

○丹野貞子議長 次に、議第57号令和５年度河北

町公共下水道事業特別会計第１回補正予算

についてを議題とします。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 
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   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第57号令和５年度河北町公共下

水道事業特別会計第１回補正予算について

は原案のとおり可決しました。 

○丹野貞子議長 次に、議第58号令和５年度河北

町介護保険特別会計第１回補正予算につい

てを議題とします。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第58号令和５年度河北町介護保

険特別会計第１回補正予算については原案

のとおり可決しました。 

○丹野貞子議長 次に、議第59号令和５年度河北

町水道事業会計第２回補正予算についてを

議題とします。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第59号令和５年度河北町水道事

業会計第２回補正予算については、原案の

とおり可決しました。 

○丹野貞子議長 次に、議第60号河北町定住促進

住宅条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題とします。 

   担当課長の説明を求めます。 

   「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 議第60号河北町定住促

進住宅条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明申し上げます。 

   本議案につきましては、河北町定住促進住

宅の空き室対策と企業支援として、定住促

進住宅を町内企業の社宅として使用できる

ように、河北町定住促進住宅条例の一部を

改正するものであります。 

   改正の主な内容としましては、第２条で新

たに町内企業の定義を設定しております。 

   第６条では、入居の資格として、企業の社

宅に入居できる者として、町外から転入す

る方、転入後町内に住所を置ける方、暴力

団による不当な行為の防止等に関する法律

第２条第６号に規定する暴力団員ではない

こと、契約する企業としては町税等の滞納

がないこととしています。 

   そのほか、入居者を、入居者等など文言を

整理するものでございます。 

   なお、この条例につきましては、その施行

日を令和５年10月１日からとしているとこ

ろであります。 
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   以上、よろしくご審議賜りますようお願い

申し上げます。 

○丹野貞子議長 担当課長の説明が終わりました。 

   質疑に入ります。質疑の通告を求めます。 

      （７番の通告あり） 

   ７番、落ちありませんか。 

   それでは、「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 議第60号定住促進住宅

条例の一部改正案について、質疑いたしま

す。 

   サン・コーポラス河北の一部を社宅として

使用するということでありますけれども、

これまで多分民間の事業者が、民間のアパ

ートを社宅として使うというときには、１

つは住民票をきちんと河北町に移すという

ことをそんなにちゃんとした要件にしてい

なかったのではないか。 

   それを、公営住宅でありますから、当然、

この条例案の中にもありますが、住民票を

移すということでありますので、そうした

場合に多少違いが出てくるのではないか。 

   民間アパートでは、近隣住民との距離があ

っても全然平気と、まずそこへ行って食事

をして睡眠を取って、また会社に出てもら

うということでよかったんですが、アパー

ト住民としての生活をちゃんとしてもらう、

隣組に入ってもらうとか、そういったこと

が出てくると思います。 

   そういったことについて、どのような、ま

ず心構え、準備をしているかということに

ついてお伺いしたい。 

   さらに、１回社宅としてお貸ししたときに、

入居者が代わる、人が代わるというときに、

ちゃんと住民票が変わるということを厳密

に求めていくのかどうか。当然求めていか

なきゃいけないんですけれども、その辺ち

ゃんとできるかどうかということと、その

際に、通常ですと人が代わると、障子、ふ

すま、畳の入替えをするということを求め

るわけですが、それは社宅の場合はその限

りではないのかどうかについてお聞きした

い。 

   さらに、社宅として、外国の方々が利用す

る場合が多いかもしれない。そのときに言

葉の壁をどうするかということで、その会

社の人が案内役として、いろいろとして、

必要なことを教えたりもするんでしょうけ

れども、やっぱり日常生活では言葉も必要

で、ここのサン・コーポラスの管理人とか、

近隣の方々に自動翻訳機、最近いいもので

きていますよね、安くて。あんなのをお預

かりいただいて、それで基本的な意思疎通

などを図ってもらうみたいなことを考えて

いるかどうか、お聞きしておきたいと思い

ます。 

   以上お聞きします。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 お答えします。 

   町内会、住所を移すことによって町内会の

隣組等に入ることになるのではということ

のまずは答弁をさせさせていただきます。 

   サン・コーポラス河北のほうは町内会もあ

りますし、隣組という形で組織もある住宅

になっております。 

   やはり隣組で掃除当番ですとか、ごみの収

集等の当番とかもあると聞いておりますの

で、そちらのほうは社宅として借り上げる

企業のほうと、いろんなルールがあるんだ

よということで、しっかりと活動していた

だきたいということを伝えていきたいと思

っているところでございます。 

   また、入れ替わりですけれども、住民の方

が代わった場合ということですけれども、

一応そこは今のところ間髪、間あけずに入

られるとか、数週間で代わりの方が来ると

かという場合については、ふすま、畳、障



 - 269 - 

子の張替え等は今のところ考えていないよ

うなことになります。考えていません。 

   また、言葉の問題で、翻訳機とかというこ

となんでしょうけれども、その辺もまず借

りていただける企業さんのほうの方とご相

談しまして、翻訳機が必要であればそんな

に莫大な金額がかかるわけでもありません

ので、ちょっと検討してみたいとは思って

おります。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 簡単なやり取りの話であれば、

もう無料で、スマホで取り込めるアプリも

あります。自動翻訳機まで必要かどうか、

そこについては、十分今課長からもありま

したけれども、どちらが準備するか、もし

必要な場合、どちらが準備するかというこ

とも含めて、それは企業と調整していかな

きゃならないと思いますけれども、今かな

りもう無料アプリでもいいものがあります。

十分検討していきたいと思います。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 町内会にはきちっと入

ってもらって、それで町内会のルールを入

居者側が、社宅に入居する側が受け入れて

もらう、これはなかなか実際やってみると

町内会の人たちとか、管理人の人たちがな

かなか大変、ご苦労なさるかもしれないの

で、その辺は丁寧な対応、町としてもぽん

と預けてあとよろしくじゃなくて、しなき

ゃいけないかもしれない。 

   従来、社宅としてのアパートを借りる場合

ほとんど孤立したスペースとして、ほかと

深く関わらなくても済ませられる場合が多

いので、それと違うというところはしっか

りと、お互いに認識するべきだというふう

に思います。 

   それから、ずっと社宅として借り続けてい

て人が代わるというときには、障子、畳、

ふすまなどは変えないと。社宅として１回

返してもらうときには、当然変えてもらう

みたいなそういったことになるんでしょう

かね。 

   あと言葉の問題については、本当そういう

スマホもあります。逆に考えてみると、近

隣の人は、外国語勉強できる機会になるか

もしれません。 

   そういった点も、ぜひ前向きにも捉えても

らったりして、後ろ向きに面倒くさいこと

だというふうに思わずに、しっかりと意思

疎通をするチャンスなどにもできるように、

必要な、最初全く分からなきゃ駄目だと思

うので、そういったスマホででも翻訳機で

も、しっかりと意思疎通できるような環境

を積極的につくるという対応して、ぜひ定

住促進住宅の一部社宅化というのはぜひト

ライしてもらえたらというふうに思います。 

   以上終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、７番木村章一議員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第60号河北町定住促進住宅条例

の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決しました。 

○丹野貞子議長 次に、議第61号河北町道路線の

認定についてを議題とします。 

   担当課長の説明を求めます。 

   「土方都市整備課長」 
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○土方一郎都市整備課長 それでは、議第61号河

北町道路線の認定についてご説明申し上げ

ます。 

   本議案につきましては、町道下槇第３号線

及び町道下野真木線について、道路法の規

定により認定を行うものです。 

   初めに、路線番号139号、下槇第３号線で、

起点が河北町西里字下槇17番地１地先から

終点は河北町西里、すみません、間違えま

した。申し訳ございません。 

   起点が河北町西里字下槇17番の６地先、終

点が河北町西里字下槇29の２地先までの延

長50.1メーター、幅員10.5メーターで、町

道下槇線から主要地方道寒河江村山線まで

の区間を町道認定するものです。 

   次に、路線番号706号、下野真木線で、起

点は河北町谷地字真木川向962の９地先から、

河北町谷地字下野318の1地先までの延長

290.2メーター、幅員が17.3メーターから

19.5メーターでございます。 

   こちらは、町道高崎下野線から一般県道天

童河北線までの区間を町道認定するもので

あります。 

   以上、よろしくご審議賜りますようお願い

申し上げます。 

○丹野貞子議長 担当課長の説明が終わりました。 

   質疑に入ります。質疑の通告を求めます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の議員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第61号河北町道路線の認定につ

いては、原案のとおり可決しました。 

○丹野貞子議長 日程第２、議員の派遣について

を議題とします。 

   採決します。 

   お手元に配付のとおり、議員を派遣するに

賛成の議員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議員の派遣については原案のとお

り派遣することに決定しました。 

○丹野貞子議長 日程第３、閉会中の議会運営に

関する事項及び議長の諮問に関する調査の

許可を議題とします。 

   お諮りします。 

   議長から議会運営委員会に、次期定例会の

会期日程等、議会運営に関する事項及び議

長の諮問に関する調査をお願いしたいと思

います。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本案については議会運営委員会に

付託することに決定しました。 

○丹野貞子議長 ここで町長から発言を求められ

ておりますので、これを許可します。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 本定例会の閉会に当たりまして、

一言お礼を申し上げます。 

   議員各位には、９月４日に本定例会を招集

いたしましてから本日まで長期間にわたり

ご審議を賜り、誠にありがとうございまし

た。お礼を申し上げます。 

   丹野貞子議長並びに細矢誓子議会運営委員

長、そして決算審査特別委員会におきまし

て、議事を進めていただきました東海林信

弘委員長におかれましては、円滑な議事運

営をいただき、心から厚くお礼申し上げま

す。 

   また、各会計の決算審査に当たられました
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真木 雄代表監査委員、漆山光春監査委員に

対しまして、深く感謝を申し上げる次第で

あります。 

   これからも、新型コロナウイルス感染症の

動向に留意するとともに、予断を許さない

国際情勢、社会経済情勢、さらには原油価

格や生産資材、物価の上昇による暮らしや

経済活動への影響に十分留意しながら、機

動的に町政を運営していかなければなりま

せん。 

   併せて、人口減少、少子化対策など、山積

する行政課題にも正面から立ち向かい、未

来志向の対話を積み上げ、将来を担う子供

たち、若者、子育て家庭の皆さん、そして

河北で暮らす全ての世代が希望を持って住

み続けられるまちづくり、安心・安全なま

ちづくりに全力で取り組んでまいります。 

   併せて、活力あるまちづくりに向け、関係

機関、団体とのなお一層の連携と、職員の

士気高揚に努めながら、チャレンジしてま

いります。 

   最後になりますが、本定例会の審議の中で、

議員の皆様からいただきましたご意見・ご

提言等につきましては、可能な限り行政運

営に反映させてまいります。 

   今後とも議員各位のご指導をお願い申し上

げ、９月定例会の閉会に当たりましてのご

挨拶とさせていただきます。 

   誠にありがとうございました。 

○丹野貞子議長 以上で本定例会に付議されまし

た事件は全て議了しました。 

   これをもって令和５年９月河北町議会定例

会を閉会します。 

   長期間にわたり大変お疲れさまでした。 

午前１１時３７分  閉 会 
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